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元界学（Onversology）概論 

Onversology: An Introduction to the Science of the Onverse 

Version 0.2 

 

 

■第 0 部：11 次元思考 ― すべての始まり 

 

第 0 章 11 次元思考との出会い 

―世界はなぜ「次元」として見えるのか？―  

Learning Objectives 

 本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 

 世界を単一の視点のみで理解することの限界  

 11 Dimension Unified Theory（11DU）における「次元」の意味  

 11DU を世界理解のための「レンズ」として捉える考え方  

 11DU が Onversology へとつながる問いを生み出した経緯  

 

0.1 世界はなぜ単純ではないのか 

私たちは日常生活の中で、同じ出来事に対して異なる解釈が生まれる場面に数多く

遭遇する。 

ある人にとって好機に見える出来事が、別の人にとっては危機として映ることがあ

る。また、ある人にとって合理的な選択が、別の人にとっては理解しがたい判断と

なることもある。 

もし世界が単一の尺度だけで理解できるのであれば、このような違いは本質的には

生じないはずである。しかし実際には、人間の認識や意思決定は、時間、関係性、

共有された価値観、将来への期待など、多様な要因の影響を受けている。 

つまり、 

私たちが経験している世界は、一つの軸だけでは捉えきれない。 

のである。 

このことは、世界そのものが複雑であることを意味するだけではない。 

むしろ、 

世界を見る私たち自身の「見方」が、多層的であることを示している。 

そこで必要になるのが、 

世界を複数の視点、すなわち「次元」として捉えるという考え方である。 

この物語は、宇宙の謎から始まったわけではない。むしろ、人はなぜ同じ世界を見

ても異なる判断をするのか、という極めて身近な疑問から始まった。 
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0.2 11DU とは何か 

11 Dimension Unified Theory（11DU）は、世界を理解するための統合的な理論的

枠組みとして提案された。 

ここでいう「次元」とは、物理学における空間次元や余剰次元を直接意味するもので

はない。 

また、 

「世界は本当に 11 次元でできている」 

という存在論的主張でもない。 

11DU における次元とは、 

世界を理解するための異なる観察レンズ 

である。 

ある視点は対象そのものに注目し、ある視点は関係性に注目する。また、ある視点は

共有された認識に注目し、別の視点は未来の可能性に注目する。 

それぞれの次元は、同じ世界に対して異なる情報を与える。 

重要なのは、 

どれか一つの視点だけが正しいのではなく、それぞれが異なる側面を照らしている 

ということである。 

11DU は、この多様な視点を整理し、世界をより立体的に理解するための試みとして

構築された。 

 

0.3 次元は答えではなくレンズである 

11DU は、ときに誤解される。 

それは、 

「11DU は世界の最終的な真理を示す理論である」 

という理解である。 

しかし、その本来の目的は異なる。 

11DU は、 

世界に対する唯一の正解を提示する理論ではない。 

むしろ、 

世界を眺めるための複数のレンズを提供する枠組み 

なのである。 

一つのレンズでは見えなかったものが、別のレンズを通すことで見えてくる。 

そして複数のレンズを重ねることで、初めて世界の複雑さに近づくことができる。 

したがって、 

次元とは答えではなく、問いを豊かにするための視点である。 

と言えるだろう。 
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0.4 問いの始まり 

11DU は、多くの実践的・理論的示唆をもたらした。 

しかし同時に、新たな問いも残した。 

もし人間の選択が複数の次元の重なりによって理解できるのであれば、 

そもそも「選択」とは何なのだろうか。 

なぜ世界には複数の可能性が存在するのか。 

なぜ、その中の一つが現実となるのか。 

なぜ私たちは常に「今」を経験するのか。 

なぜ自己は自己として保たれているのか。 

これらの問いは、当初の 11DU の枠組みを超えていた。 

しかし、それらは決して無関係な問いではなかった。 

むしろ、 

「世界はどのように区別され、識別され、選択されるのか」 

という、より根源的な問いへとつながっていったのである。 

そして、その問いを探究するために生まれたのが、 

Onversology（元界学） 

であった。 

 

Key Concepts 

 11 Dimension Unified Theory（11DU）  

 次元（Dimension）  

 観察レンズ  

 多層的世界観  

 選択  

 問い  

 

Chapter Summary 

 世界は単一の尺度だけでは捉えきれない。  

 11DU は、世界を理解するための複数の観察レンズである。  

 次元とは答えではなく、問いを豊かにする視点である。  

 11DU は「選択とは何か」という新たな問いを生み出した。  

 その問いの先に、Onversology（元界学）が位置づけられる。  

 

Exercises 

Knowledge Check 
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 0-1. 11DU における「次元」とは何を意味するか説明しなさい。 

 0-2. 「次元は答えではなくレンズである」とはどのような意味か述べなさい。 

Thinking Exercise 

 0-3. 単一の視点だけで世界を理解することの限界について、自分の言葉で論じなさ

い。 

Discussion Exercise 

 0-4. 本章で提示された問いのうち、最も重要だと思うものを一つ選び、その理由を

グループで議論しなさい。 

  

 

第 1 章 11 次元というレンズ 

―世界をどう切り取るのか？― 

Learning Objectives 

 本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 

 11DU における 11 の次元の基本的な意味  

 11 の次元がどのような層構造を形成しているか  

 11DU を分析ツールとして用いる際の考え方  

 単一のレンズではなく複数のレンズを用いる意義  

 

1.1 世界を切り取るということ 

私たちは「世界をそのまま見ている」と感じている。 

しかし実際には、世界を認識するとき、私たちは常に何らかの視点を通して対象を捉

えている。 

例えば、同じ「会社」という存在を考えてみよう。 

ある人は、会社を「組織」として見る。 

ある人は、「人間関係」として見る。 

ある人は、「物理的な建物」として見る。 

またある人は、「未来のビジョン」として見る。 

これらは互いに矛盾するものではない。 

むしろ、 

同じ対象の異なる側面を切り取ったもの 

なのである。 

11DU は、 

世界を理解するための 11 種類の観察レンズを整理した理論的枠組み 

として位置づけられる。 
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1.2 11 の次元 

11DU では、世界を以下の 11 の次元から捉える。 

 Energy Layer 

-1D：Intention（意図） 

行動や選択の起点となる方向性。 

「なぜそれを行うのか」という原初的なエネルギー。 

 

 Infrastructure Layer 

0D：Point（点） 

存在の最小単位。 

識別の起点。 

 

1D：Line（線） 

点と点を結ぶ流れ。 

移動や連続性。 

 

2D：Relation（関係） 

対象同士の相互作用。 

ネットワーク。 

 

3D：Solid（立体） 

構造として安定化した状態。 

形を持つ存在。 

 

 Context Layer 

4D：Moment（瞬間） 

「今、この瞬間」 

一点として経験される時間。 

 

5D：Accumulation（蓄積） 

瞬間が積み重なった時間線。 

履歴、経験、記憶。 

 

6D：Shared Awareness（共有認識） 

複数の主体が共有する時間。 

文化、常識、組織認識。 
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7D：Branching（分岐） 

観測者が直接経験していないが、現在並行して存在している複数の時間面。 

異なる主体や文脈が同時進行する「並行する現在」の構造。 

「ドアの向こうにいる人の時間もまた現在として進行している」 

 

 Vision Layer 

8D：Image（イメージ） 

未来像。 

理想像。 

 

9D：Narrative（物語） 

意味づけ。 

解釈。 

アイデンティティ。 

 

10D：Probability（確率） 

実現可能性。 

選ばれやすさ。 

 

11D：Inspiration（着想） 

飛躍。 

創発。 

新たな可能性の出現。 

 

1.3 4 つのレイヤー 

11DU の 11 の次元は、独立して存在するわけではない。 

それらは、4 つのレイヤーとして整理される。 

 

Energy Layer 

 -1D Intention 

方向性を与える層。 

 

Infrastructure Layer 

 0D Point 

 1D Line 
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 2D Relation 

 3D Solid 

存在の基盤を構成する層。 

 

Context Layer 

 4D Moment 

 5D Accumulation 

 6D Shared Awareness 

 7D Branching 

意味や時間を与える層。 

 

Vision Layer 

 8D Image 

 9D Narrative 

 10D Probability 

 11D Inspiration 

未来を生成する層。 

 

11DU の特徴は、 

世界を単なる「モノの集まり」としてではなく、多層的に重なり合うプロセスとして

捉える点にある。 

 

1.4 レンズとしての 11DU 

11DU は、 

「世界は 11 次元でできている」 

と主張する理論ではない。 

むしろ、どの次元から対象を見るかによって、見えてくる世界が変わることを示すた

めの枠組みである。 

例えば、 

「教育」というテーマを考えてみよう。 

2D では、人間関係として捉えられる。  

5D では、経験の蓄積として捉えられる。  

6D では、文化の継承として捉えられる。  

8D では、未来像の形成として捉えられる。  

11D では、新しい可能性の創発として捉えられる。  

どれか一つが正解なのではない。 
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それぞれのレンズが、異なる問いを可能にするのである。 

 

Key Concepts 

 11 Dimension Unified Theory（11DU）  

 Dimension  

 Layer  

 Intention  

 Context  

 Probability  

 Inspiration  

 

Chapter Summary 

 11DU は 11 の観察レンズから構成される。  

 11 の次元は 4 つのレイヤーとして整理できる。  

 各次元は対象の異なる側面を照らす。  

 11DU は真理の提示ではなく、問いを豊かにするための枠組みである。  

 複数のレンズを重ねることで、世界を立体的に理解できる。  

 

Exercises 

Knowledge Check 

 11DU における 4 つのレイヤーを説明しなさい。 

 7D Branching と 10D Probability の違いを説明しなさい。 

 

Thinking Exercise 

 1-3. あなたの専門分野を 11DU の複数の次元から分析し、それぞれの視点が

何を明らかにするか論じなさい。 

 

Discussion Exercise 

 1-4. 「世界を理解するには複数のレンズが必要である」という考え方につい

て、具体例を挙げながら議論しなさい。 

 

 

第 2 章 選択という謎 

―なぜ人は未来を選ぶのか？― 

Learning Objectives 

本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 
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 人間の人生や意思決定が「選択の連続」として捉えられる理由を説明できる。  

 「選択」という現象が、人間だけでなく自然や宇宙にも見られる可能性について理

解できる。  

 「可能性」と「現実」の違いについて、自らの言葉で説明できる。  

 11 Dimension Unified Theory（11DU）が残した「選択」に関する未解決問題を整

理できる。  

 Onversology が誕生する背景として、「なぜこの現実が選ばれるのか」という問い

の重要性を理解できる。 

 

2-1 私たちは「選択する存在」である 

私たちは、一日に無数の選択をしている。 

 朝、何時に起きるか  

 何を食べるか  

 誰と話すか  

 どの仕事を優先するか  

 どの道を進むか  

人生とは、選択の連続である。 

しかし不思議なことがある。 

同じ状況に置かれた人でも、選ぶ未来は異なる。 

同じ情報を持っていても、判断は一致しない。 

同じ能力を持っていても、異なる人生を歩む。 

なぜだろうか。 

私たちはしばしば、 

「性格の違い」 

「価値観の違い」 

「運の違い」 

によって説明しようとする。 

しかし、それは本当に説明になっているだろうか。 

元界学は、この問いをより根源的な形で捉える。 

なぜ、複数の可能性の中から、一つの現実が立ち上がるのか。 

この問いは、人間だけの問題ではない。 

 

2-2 選択は人間だけの現象なのか 

私たちは、「選択」と聞くと意志を持つ人間を思い浮かべる。 

しかし自然界を見渡すと、至るところに選択のような現象が存在する。 

例えば、 
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 水はある経路を流れる。  

 生物はある進化経路をたどる。  

 社会は特定の制度を採用する。  

 科学理論はある説明原理へ収束する。  

さらに物理学においても、 

量子測定では、 

複数の可能性の中から、ある結果が実現する。 

という問題が存在する。 

つまり、 

「可能性から現実が立ち上がる」という現象そのものが、宇宙に普遍的に存在している。 

選択とは、人間特有の行為ではなく、 

存在そのものに内在する性質なのかもしれない。 

 

2-3 可能性と現実は何が違うのか 

ここで改めて問い直してみよう。 

可能性とは何だろうか。 

そして現実とは何だろうか。 

例えば、 

今この瞬間にも、 

 明日早起きする自分  

 二度寝する自分  

 新しい挑戦を始める自分  

 現状維持を選ぶ自分  

といった複数の可能性を想像することができる。 

しかし実際に経験される現実は、そのうちの一つだけである。 

このとき、 

「可能性」はどこに存在しているのか。 

そして、 

「なぜ、その一つが現実として経験されるのか。」 

これは古くから哲学や科学が向き合ってきた問いである。 

しかし現在に至るまで、決定的な答えは得られていない。 

 

2-4 11DU が残した問い 

11Dimension Unified Theory は、 

世界を多層構造として理解するための優れた地図を提示した。 

しかし、その地図を辿っていくと、新たな問いが現れる。 
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 なぜ世界には複数の可能性が存在するのか。  

 なぜ、その中の一つが現実になるのか。  

 なぜ自己は自己として保たれるのか。  

 なぜ私たちは常に「今」を経験するのか。  

 なぜ世界は選択され続けているのか。  

11DU は、「どのような構造で世界を見るか」を示した。 

しかし、 

「なぜ、その構造が現実として立ち上がるのか」 

という問いには、まだ十分に答えていなかった。 

そして、この問いこそが、 

後に Cosmological Update Dynamics（CUD）と Ontological Foundation（OF）へとつな

がっていく。 

 

Key Concepts 

 Selection（選択）  

 Possibility（可能性）  

 Reality（現実）  

 Actualization（実現）  

 Observation（観測）  

 11DU  

 Onversology  

 

Chapter Summary 

 人生は選択の連続である。  

 選択は人間だけの現象ではない可能性がある。  

 宇宙には「可能性から現実への移行」が広く見られる。  

 可能性と現実の違いは未解決問題である。  

 11DU は「なぜこの現実なのか」という問いを残した。  

 この問いが CUD、OF、Onversology へとつながった。  

 

Exercises 

Knowledge Check 

2-1. 

選択が人間以外の現象にも見られる例を二つ挙げなさい。 

2-2. 

11DU が残した問いを説明しなさい。 
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Thinking Exercise 

2-3. 

「可能性」と「現実」の違いについて、自分の考えを述べなさい。 

 

Discussion Exercise 

2-4. 

「選択は宇宙の基本性質である」という考えに賛成か反対か。理由とともに議論しなさい。 

 

Further Reading 

 11 Dimension Unified Theory  

 Cosmological Update Dynamics v4.2  

 Ontological Foundation I・II 

 

 

第 3 章 11 次元思考が残した問い 

―この問いは、人間だけのものなのか？― 

Learning Objectives 

本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 

 11DU が残した未解決問題を整理できる。  

 「選択」という現象を人間の意思決定を超えて捉える視点を理解できる。  

 人間の問いと宇宙の問いが連続している可能性を説明できる。  

 CUD および Onversology が誕生した背景を理解できる。  

 

3.1 地図は答えではなかった 

11DU は、世界を 11 のレンズによって理解するための統合的な枠組みを提示した。 

それは、多様な現象を整理し、複雑な世界を立体的に理解するための有効な地図であ

った。 

しかし、地図を手にしたからといって、すべての問いが解決されたわけではなかった。 

むしろ、 

地図を手にしたからこそ、新たな問いが見えてきた。 

のである。 

例えば、11DU は「どのような可能性が存在するか」を整理することはできる。 

しかし、 

なぜ、その中の一つが現実として経験されるのか。 

という問いには、まだ十分に答えられなかった。 
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3.2 「選択」は人間だけのものなのか 

私たちは通常、「選択」という言葉を人間の意思決定と結びつけて考える。 

しかし、少し視野を広げると、世界には「選択」に似た現象が数多く存在している。 

例えば、 

 生物進化では、無数の変異の中から特定の形質が残る。  

 科学理論は、複数の説明原理の中から採用されていく。  

 社会制度も、数ある可能性の中から実装される。  

 量子論では、複数の可能性の中から一つの測定結果が得られる。  

これらは本当に別々の現象なのだろうか。 

それとも、 

「可能性から現実が立ち上がる」という共通構造の異なる現れなのだろうか。 

 

3.3 「なぜいつも今なのか」 

さらに、もう一つの問いが浮かび上がる。 

私たちは常に、 

「今」 

を経験している。 

昨日の「今」ではなく、 

明日の「今」でもなく、 

常に現在の「今」である。 

これは当たり前のようでいて、不思議なことである。 

なぜ私たちは「今」を経験するのか。 

なぜ Reality は、常に現在として立ち上がるのか。 

11DU は時間の多層性を示した。 

しかし、 

「なぜこの現在なのか」 

という問いは残されたままだった。 

 

3.4 「なぜ私は私なのか」 

もう一つの問い。 

それは、 

自己同一性 

である。 

昨日の私と今日の私は、本当に同じ存在なのだろうか。 

身体は変化している。 



Onversology Project, Link Vision Inc.  2026 

14 

 

記憶も変化している。 

考え方も少しずつ変わっている。 

それでも私たちは、 

「私は私である」 

と感じている。 

この感覚はどこから生まれるのだろうか。 

自己とは、個体の内部だけで維持されるものなのか。 

それとも、世界との相互作用の中で維持されるものなのか。 

この問いもまた、11DU の枠組みを超えていた。 

 

3.5 問いは宇宙へ向かった 

こうして、11DU は新たな問いを残した。 

 なぜ可能性は存在するのか。  

 なぜ現実は選ばれるのか。  

 なぜ私たちは「今」を経験するのか。  

 なぜ私は私なのか。  

これらは一見すると異なる問いに見える。 

しかし、それらはすべて、 

「世界はどのように区別され、識別され、選択されるのか」 

という、より根源的な問いへと収束していった。 

その結果として、 

Cosmological Update Dynamics（CUD） 

が生まれ、 

さらに、 

Ontological Foundation（OF） 

による存在論的探究へと発展し、 

最終的に、 

Onversology（元界学） 

という統合的学問領域へとつながっていったのである。 

 

Key Concepts 

 Selection（選択）  

 Reality（現実）  

 Possibility（可能性）  

 Present（現在）  

 Self-Identity（自己同一性）  
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 CUD  

 Ontological Foundation（OF）  

 Onversology  

 

Chapter Summary 

 11DU は有効な地図を提示したが、すべての問いを解決したわけではなかった。  

 「選択」は人間だけでなく、宇宙全体に見られる現象かもしれない。  

 「なぜ今なのか」という問いは時間の本質に関わる。  

 「なぜ私は私なのか」という問いは自己同一性の問題につながる。  

 これらの問いは、「区別・識別・選択」というより根源的な問いへ収束した。  

 その探究の結果として、CUD、OF、Onversology が生まれた。  

 

Exercises 

Knowledge Check 

3-1. 11DU が残した問いを三つ挙げなさい。 

 

3-2. 「選択」が人間以外の現象にも見られる例を説明しなさい。 

 

Thinking Exercise 

3-3. 「なぜ今なのか」という問いについて、自分なりの考えを述べなさい。 

 

Discussion Exercise 

3-4. 「自己は個体内部で維持されるのか、それとも世界との相互作用によって維持さ

れるのか」について議論しなさい。 

 

Further Reading 

 Cosmological Update Dynamics v4.2  

 On the Ontological Foundations of CUD  

 On the Ontological Foundation of CUD II  

 Onversology v1 

 

 

第 4 章 元界学への扉 

―11DU から Onversology へ― 

Learning Objectives 

本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 
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 11 Dimension Unified Theory（11DU）がどのような問いを残したのかを整理でき

る。  

 Cosmological Update Dynamics（CUD）の目的と基本的な問題意識を理解できる。  

 Ontological Foundation（OF）が扱った存在論的問いを説明できる。  

 Onversology が、11DU・CUD・OF を統合する試みとして位置づけられる理由を

理解できる。  

 なぜ現代に Onversology が必要とされるのかを理解できる。 

 元界学（Onversology）が探究しようとしている中心的テーマを説明できる。  

 

4.1 地図の先にあったもの 

11DU は、世界を理解するための 11 のレンズを提示した。 

それは、複雑な現実を整理し、多様な視点を統合するための有効な地図であった。 

しかし、その地図を辿るうちに、より根源的な問いが浮かび上がった。 

 なぜ可能性は存在するのか。  

 なぜその中の一つが現実となるのか。  

 なぜ私たちは「今」を経験するのか。  

 なぜ自己は自己として保たれるのか。  

11DU は、 

「世界をどう見るか」 

を示した。 

しかし、 

「世界はどのように立ち上がるのか」 

という問いは残されたのである。 

 

4.2 CUD ― 選択のダイナミクスへ 

こうして生まれたのが、 

Cosmological Update Dynamics（CUD） 

であった。 

CUD は、 

「可能性の中から、なぜこの Reality が選ばれるのか」 

という問いに挑んだ。 

そこでは、 

Reality は固定されたものではなく、 

更新（Update）され続ける構造 

として捉えられた。 

そして、 
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構造場の臨界性や履歴によって、 

Reality Selection が生じる可能性が探究された。 

CUD は、 

宇宙における選択ダイナミクスの理論化 

への第一歩であった。 

 

4.3 OF ― 存在の条件へ 

しかし、さらに問いは遡った。 

そもそも、 

「存在する」とは何だろうか。 

Reality が選択される以前に、 

存在そのものが成立する条件があるのではないか。 

この問いから、 

Ontological Foundation（OF） 

が生まれた。 

OF では、 

「区別可能性（Distinguishability）」 

が存在の最小条件として提案された。 

何も区別できない状態は、 

存在について語ることさえできない。 

つまり、 

区別が存在を生み出す。 

という視点である。 

 

4.4 Onversology ― 統合への試み 

こうして、 

11DU 

↓ 

CUD 

↓ 

OF 

という探究の流れが形成された。 

そして、それらを統合する試みとして、 

Onversology（元界学） 

が構想された。 

Onversology は、 
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一つの専門分野ではない。 

むしろ、 

存在・構造・選択・観測・自己を横断的に探究する学問領域 

である。 

そこでは、 

物理学と哲学、 

数学と経営学、 

AI と人間の実践、 

科学と精神性が、 

対立するものではなく、 

同じ Onverse を異なる角度から見たもの 

として位置づけられる。 

 

4.5 なぜ今、Onversology が必要なのか 

Onversology は、 

単に新しい概念を増やすために生まれたわけではない。 

それは、 

現代という時代が必要としている学問でもある。 

近代以降、 

人類は専門化によって大きな成功を収めてきた。 

物理学は物理学として深まり、 

数学は数学として発展し、 

医学、工学、経済学、情報科学も、 

それぞれ独自の知識体系を築いてきた。 

専門化は、 

人類の知を深く掘り進めるために不可欠だった。 

しかし同時に、 

知識は細かく分かれ、 

分野同士の接続は見えにくくなっていった。 

そして現在、 

AI の登場によって状況は大きく変わりつつある。 

知識を検索し、 

要約し、 

整理し、 

比較するコストは急速に下がっている。 

これからの時代に重要になるのは、 
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単に多くの知識を持っていることだけではない。 

異なる知識をどのように接続するか。 

どの問いとどの問いがつながっているのか。 

どの分野の構造が、 

別の分野の突破口になりうるのか。 

それを見出す力である。 

つまり、 

知識量の時代から、 

知識接続の時代へと移行しつつある。 

Onversology は、 

この時代のための学問である。 

専門知を否定するのではなく、 

専門知同士を再接続する。 

AI と競争するのではなく、 

AI と協働しながら新しい問いを発見する。 

分断された知識を、 

再び一つの Onverse の中で捉え直す。 

そのために、 

今、 

Onversology が必要なのである。 

 

 

4.6 元界学の問い 

Onversology は、すべての問いに答えを与える完成理論ではない。 

むしろ、 

問いを育て続けるための学問 

である。 

例えば、 

 Reality とは何か。  

 観測とは何か。  

 自己とは何か。  

 時間とは何か。  

 意識とは何か。  

 宇宙とは何か。  

これらの問いに対して、 

決定的な答えを提示するのではなく、 
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対話と探究を通じて更新され続ける。 

だからこそ、 

Onversology とは、完成された答えを受け取るための学問ではない。 

問いを引き継ぎ、新たな問いを生み出していくための学問である。 

だからこそ、それは Eternal Beginner のための学問なのかもしれない。 

 

Every ψ-network is the latest version. 

Every moment is a starting point. 

Expand your ψ-network. 

Never lose your sense of wonder. 

Let's do it. 

— Eternal Beginner 

 

 

Key Concepts 

 11 Dimension Unified Theory（11DU）  

 Cosmological Update Dynamics（CUD）  

 Ontological Foundation（OF）  

 Onversology  

 Distinguishability  

 Reality Selection  

 Eternal Beginner  

 

Chapter Summary 

 11DU は世界を理解するための地図を提示した。  

 CUD は「なぜこの Reality が選ばれるのか」を探究した。  

 OF は「存在するとは何か」を問い直した。  

 Onversology は 11DU・CUD・OF を統合する試みとして構想された。  

 元界学は完成した答えではなく、問いを育て続ける学問である。  

 AI 時代において重要になるのは、知識量だけでなく、知識を接続する力である。 

 Eternal Beginner という姿勢そのものが、Onversology の方法論を支えている。  

 

Exercises 

Knowledge Check 

4-1. 11DU、CUD、OF がそれぞれ扱った中心的な問いを説明しなさい。 

4-2. OF における「区別可能性」とは何を意味するか説明しなさい。 
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Thinking Exercise 

4-3. なぜ Onversology は「統合的学問領域」と呼ばれるのか、自分の言葉で論じなさい。 

 

Discussion Exercise 

4-4. 「知識は本来分断されていない」という教育理念について、あなたの専門分野の視点

から議論しなさい。 

 

Further Reading 

 11 Dimension Unified Theory  

 Cosmological Update Dynamics v3.3 / v4.2  

 On the Ontological Foundations of CUD  

 On the Ontological Foundation of CUD II  

 Onversology v1  

 

 

■ 第 I 部：元界とは何か 

（Ontology of the Onverse） 

 

第 5 章：元界宣言 

―なぜ世界を「元界」として捉え直す必要があるのか？― 

Learning Objectives 

本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 

 Onverse（元界）の基本的な意味を理解できる。 

 元界学（Onversology）が既存の学問に対してどのような立場をとるのか説明でき

る。 

 「知の再接続」がなぜ必要なのかを理解できる。 

 Onversology が探究する対象と目的を説明できる。 

 Onversity の教育理念とのつながりを理解できる。 

 

5.1 Onverse とは何か 

私たちは、普段「世界」という言葉を当たり前のように使っている。 

物理学の世界。 

哲学の世界。 

経営の世界。 

数学の世界。 
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AI の世界。 

宗教の世界。 

それぞれの専門分野は、それぞれ独自の言葉と方法論を持ち、⾧い歴史の中で発展してき

た。 

その結果、人類は驚くべき知識を積み重ねてきた。 

しかし同時に、ある違和感も生まれた。 

それは、 

同じ世界を扱っているはずなのに、互いの言葉が通じなくなっている 

ということである。 

本当に、物理学と哲学が見ている世界は別のものなのだろうか。 

AI と人間の実践は、無関係なのだろうか。 

経営と宇宙論は、決して交わらないものなのだろうか。 

Onversology では、そうは考えない。 

私たちは、 

Onverse（元界） 

という概念を導入する。 

Onverse とは、 

存在・構造・選択・観測・自己を含む、存在論的ネットワーク宇宙（Ontological Network 

Universe） 

である。 

Onverse は物理宇宙（Universe）を否定する概念ではない。 

むしろ、物理宇宙を含みながら、それを超えて存在・観測・意識・可能性・自己を統合的

に捉えるための概念である。 

 

 

5.2 元界の定義 

Onversology において、元界とは単なる「別世界」ではない。 

それは、 

区別が生成され、構造が蓄積され、可能性が制約され、Reality が選択される場 

である。 

そこでは、 

 存在は固定されたものではなく、 

 構造は更新され続け、 

 Reality は選択され続ける。 

この考え方は後に登場する Onversology 憲法の基盤となる。 

区別・蓄積・選択・観測は、それぞれ独立した現象ではなく、Reality 生成の異なる側面と
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して理解される。 

Onverse とは、 

完成した宇宙ではなく、 

常に生成し続ける宇宙 

なのである。 

また、Onverse は、 

存在が単に並んでいるだけの集合ではない。 

存在同士が関係し、 

影響し合い、 

観測し合い、 

更新し合う接続構造である。 

この接続構造は、 

後の章で ψ-network として詳しく扱う。 

つまり Onverse とは、 

孤立した存在の集まりではなく、 

存在が関係の中で輪郭を持ち、 

Reality を形成していくネットワークなのである。 

そして私たち自身もまた、 

その Onverse の外側にいる観察者ではなく、 

Onverse の内部で Reality を生きる存在 

なのである。 

 

5.3 なぜ新しい学問が必要なのか 

「すでに物理学も哲学も存在するのに、なぜ新しい学問が必要なのか。」 

そう感じる人もいるかもしれない。 

Onversology は、 

既存の学問を否定するために生まれたわけではない。 

むしろ、 

既存の学問が積み上げてきた知を、再びつなぎ直すために生まれた。 

のである。 

専門化は、人類の知を深めた。 

しかしその一方で、 

学問同士の対話は難しくなった。 

Onversology は、 

物理学を哲学に置き換えるものでも、 

数学を経営学に置き換えるものでもない。 
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それぞれの専門性を尊重しながら、 

「それらは同じ Onverse を異なる角度から見ているのではないか」 

という問いを投げかける。 

 

5.4 知は本来分断されていない 

私たちは、知識は本来分断されていないと考える。 

物理学、哲学、数学、AI、経営学、精神性、人間の実践は、 

互いに無関係なものではなく、 

同じ Onverse を異なる角度から見た視点 

である。 

知は、本来つながっている。 

だからこそ、 

異なる専門分野の対話は、新しい Reality を生み出す可能性を持つ。 

Onversology とは、 

知の再接続の試み 

でもあるのである。 

 

5.5 元界宣言 

Onversology は、完成された答えを与える学問ではない。 

むしろ、 

問いを育て続けるための学問 

である。 

私たちは、知の分断を越えたい。 

専門性を否定するのではなく、専門性同士をつなぎたい。 

ゼネラリストとスペシャリストが対話し、 

AI と人間が協働し、 

過去の知と未来の知が出会う場をつくりたい。 

それが、元界学の願いである。 

私たちは信じている。 

知識は、本来分断されていない。 

そして、 

そのつながりの先にこそ、 

まだ見ぬ Reality が待っているのかもしれない。 

 

Key Concepts 

 Onverse（元界） 
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 Onversology（元界学） 

 Ontological Network Universe 

 Reality 

 知の再接続 

 学際性 

 Eternal Beginner 

 

Chapter Summary 

 Onverse とは、存在・構造・選択・観測・自己を含む存在論的ネットワーク宇宙で

ある。 

 元界は、区別・蓄積・選択が生成し続ける場として捉えられる。 

 Onversology は既存の学問を否定するものではなく、それらを再接続する試みであ

る。 

 知識は本来分断されていないという立場が、元界学の基盤にある。 

 元界学は、完成された答えではなく、問いを育て続けるための学問である。 

 

Exercises 

Knowledge Check 

5-1. Onverse とは何か、自分の言葉で説明しなさい。 

5-2. Onversology が既存の学問を否定しない理由を説明しなさい。 

Thinking Exercise 

5-3. あなたの専門分野は、Onverse のどのような側面を見ていると思うか考察しなさい。 

Discussion Exercise 

5-4. 「知識は本来分断されていない」という考えについて、賛成・反対の立場から議論し

なさい。 

 

Further Reading 

 11 Dimension Unified Theory 

 Cosmological Update Dynamics 

 On the Ontological Foundations of CUD 

 Onversology v1 

Founder’s Reflection 

We believe that knowledge is not divided by nature. 

Physics, philosophy, mathematics, AI, business, spirituality, and human practice are 

interconnected perspectives of the same Onverse. 

Through curiosity and dialogue, we expand our ψ-networks and build bridges across 
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disciplines. 

  

 

第 6 章：区別可能性の生成 

―存在はどのように立ち上がるのか？― 

Learning Objectives 

本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 

 区別可能性（Distinguishability）が存在論において果たす役割を説明できる。  

 ρ（最小区別単位）の基本的な考え方を理解できる。  

 なぜ「区別」が存在の最小条件と考えられるのか説明できる。  

 Ontological Foundation（OF）が従来の存在論と異なる出発点を持つことを理解で

きる。  

 存在・構造・Reality の探究が、区別可能性から始まる理由を説明できる。  

 

6.1 無は語れるのか 

「なぜ何もないのではなく、何かが存在するのか。」 

この問いは、人類が古くから向き合ってきた問いの一つである。 

しかし、Onversology では少し違った問い方をする。 

「そもそも、完全な無について語ることは可能なのだろうか。」 

私たちは「無」を想像しようとすると、暗闇や静寂、空虚な空間を思い浮かべてしまう。 

しかし、それらにはすでに、 

 暗い  

 静か  

 広がっている  

といった性質が含まれている。 

つまり、 

私たちは「無」を語ろうとした瞬間に、何らかの区別を導入してしまっている。 

のである。 

 

6.2 区別とは何か 

では、何かについて語るために必要なものは何だろうか。 

Onversology では、 

区別可能性（Distinguishability） 

こそが、その最小条件であると考える。 

赤は青ではない。 

音は無音ではない。 
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A は B ではない。 

何かを「それ」として認識するためには、 

少なくとも、 

「他とは異なる」 

という区別が必要になる。 

言い換えれば、 

区別できるということが、存在を語るための最初の条件である。 

 

6.3 ρ ― 最小区別単位 

Ontological Foundation では、この最小の区別可能性を、 

ρ（rho） 

と表記する。 

ρ は、粒子ではない。 

情報でもない。 

物質でもない。 

それ以前の、 

「区別が成立した」という最小の事実 

である。 

私たちは ρ そのものを直接観測することはできない。 

しかし、 

すべての構造は、この最小の区別の連なりとして記述できるかもしれない。 

この意味で ρ は、Reality を構成する最小物質ではなく、Reality が成立するための最小条

件として理解される。 

 

 

6.4 存在の最初の一歩 

Onversology では、 

「存在している」ということを、完成された実体として捉えない。 

むしろ、 

区別が生じることによって、存在が立ち上がるプロセス 

として捉える。 

つまり、存在とは、 

最初からそこにあるものではなく、 

区別可能性が生成されることによって成立する。 

のである。 

この意味で、 
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存在とは「もの」ではなく、「出来事（event）」である。 

と理解することもできる。 

 

6.5 OF の出発点 

従来の存在論は、 

「何が存在するのか。」 

を問うことが多かった。 

しかし、Ontological Foundation では、 

「存在について語るためには、最低限何が必要なのか。」 

を問う。 

その答えとして提示されたのが、 

Distinguishability（区別可能性） 

であった。 

区別がなければ、 

認識も、 

記述も、 

存在も語ることができない。 

だからこそ、 

区別可能性こそが、存在の最小条件である。 

と考えるのである。 

そして、この最小の区別が積み重なることで、 

構造が生まれ、 

時間が生まれ、 

Reality が立ち上がっていく。 

その探究は、次の章へと続いていく。 

 

Key Concepts 

 Distinguishability（区別可能性）  

 ρ（最小区別単位）  

 Ontological Foundation（OF）  

 Existence（存在）  

 Recognition（認識）  

 Description（記述）  

 

Chapter Summary 

 完全な無は、記述することも認識することも困難である。  
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 何かを語るためには、区別が必要である。  

 Distinguishability（区別可能性）は存在を語る最小条件である。  

 ρ は、物質や情報ではなく、「区別が成立した」という最小の事実を表す。  

 存在とは、区別可能性の生成として理解できる。  

 OF は、「何が存在するか」ではなく、「存在を語るための最小条件」を探究する。  

 

Exercises 

Knowledge Check 

6-1. なぜ Onversology では「区別可能性」が重要なのか説明しなさい。 

6-2. ρ とは何を表す概念か説明しなさい。 

Thinking Exercise 

6-3. 「存在とは出来事である」という考え方について、自分の言葉で考察しなさい。 

Discussion Exercise 

6-4. 「存在は最初からあるものではなく、区別によって立ち上がる」という考えについて

議論しなさい。 

 

Further Reading 

 On the Ontological Foundations of CUD: Distinguishability as the Minimal 

Condition for Structure Formation  

 On the Ontological Foundation of CUD II: Distinguishability as the Origin of 

Existence 

 

Chapter Closing Reflection 

私たちは、存在を「もの」として考えがちである。 

しかし、もしかすると存在とは、 

最初に区別が生じた、その出来事から始まったのかもしれない。 

そして、その小さな区別の積み重ねが、 

世界を、Reality を、そして私たち自身を形づくっているのかもしれない。 

 

 

第 7 章 構造の蓄積 

―区別はどのように世界構造へ変換されるのか？― 

Learning Objectives 

本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 

 Onversology における A（Accumulation）の意味を理解できる。 

 τ（構造更新順序）の概念を理解できる。 
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 なぜ Onversology では時間を前提としないのか説明できる。 

 ρ から A への移行がどのように構造を生み出すのか理解できる。 

 構造時間と日常的な時間観の違いを考察できる。 

 

7.1 時間は最初から存在したのか 

私たちは普段、 

時間は当たり前に流れているものだと思っている。 

時計の針は進み、 

朝は昼になり、 

昼は夜になる。 

昨日があり、 

今日があり、 

明日がある。 

しかし、少し立ち止まって考えてみよう。 

時間とは、本当に宇宙の最初から存在していたのだろうか。 

もし何の変化もなく、 

何の区別もなく、 

何も積み重ならない状態があったとしたら、 

そこに「時間が流れている」と言えるだろうか。 

 

7.2 区別の蓄積 

第 6 章では、 

ρ（rho） 

を、 

「区別が成立した」という最小の事実 

として導入した。 

しかし、 

一つの区別だけでは、 

まだ「世界」とは呼べない。 

世界が世界として立ち上がるためには、 

区別が積み重なること 

が必要になる。 

Onversology では、 

この蓄積を 

A（Accumulation） 

と表す。 
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A は単なる個数ではない。 

Reality がどれだけ蓄積されてきたかを表す構造的な量である。 

 

7.3 τ ― 構造更新順序 

ここで重要なのは、 

A そのものが時間ではないということである。 

A は蓄積量である。 

しかし、 

時間とは量そのものではなく、 

「どの順序で更新されたのか」 

に関係している。 

Onversology では、 

Reality の更新順序を 

τ（tau） 

と表す。 

τ は、 

区別が蓄積され、 

構造が形成され、 

Reality が更新されてきた順序である。 

つまり、 

τ とは構造時間である。 

のである。 

 

7.4 「今」はどこにあるのか 

この考え方に立つと、 

現在とは何だろうか。 

私たちは、 

過去から未来へ向かって時間が流れていると感じている。 

しかし、 

Onversology では、 

現在とは、Reality が τ に沿って更新され続けている最前線 

として理解することができる。 

過去とは、 

すでに更新された Reality。 

未来とは、 

まだ更新されていない可能性。 
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そして、 

今とは、Reality 生成の最前線 

なのである。 

 

7.5 時間は流れるのではなく生成される 

Onversology では、 

時間は独立して存在する背景ではない。 

Reality が更新されることによって、 

時間が現れる。 

区別が生じ、 

蓄積が起こり、 

Reality が更新される。 

その順序が、 

構造時間 τ を形成する。 

したがって、 

時間は流れるものではなく、Reality の更新順序として生成されるのである。 

この意味で、 

時間とは存在の外側にあるものではなく、 

存在そのものの生成様式の一つなのである。 

 

7.6 時間は量ではなく順序である 

ここで改めて確認しておきたい。 

A は時間ではない。 

A は区別の蓄積量である。 

たとえば、 

100 個の ρ が存在しているとしても、 

それだけでは時間が成立したとは言えない。 

重要なのは、 

それらの ρ がどの順序で蓄積され、 

どの順序で Reality を更新したのか 

である。 

つまり、 

時間とは蓄積量そのものではなく、 

蓄積が更新されていく順序である。 

Onversology では、 

この更新順序を τ と呼ぶ。 
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したがって、 

A は構造の量を表し、 

τ は構造更新の順序を表す。 

この意味で、 

時間とは A そのものではなく、 

A の変化順序として理解される。 

Reality が更新される順序が存在するからこそ、 

私たちは過去・現在・未来を経験するのである。 

 

 

 

Key Concepts 

 A（Accumulation） 

 τ（Structural Time） 

 Structure Update Order 

 Reality 

 Present 

 Emergence 

 

Chapter Summary 

 Onversology では時間を前提として置かない。 

 ρ は「区別が成立した」という最小の事実である。 

 A は区別の蓄積量を表す。 

 τ は Reality の構造更新順序を表す。 

 構造時間は τ によって定義される。 

 現在は Reality 生成の最前線として理解できる。 

 時間は Reality の更新順序として創発する。 

 

Exercises 

Knowledge Check 

7-1. A とは何を表す概念か説明しなさい。 

7-2. τ とは何を表す概念か説明しなさい。 

Thinking Exercise 

7-3. 「時間とは Reality の更新順序である」という考え方について考察しなさい。 

Discussion Exercise 

7-4. A（蓄積量）と τ（更新順序）はどのように異なるだろうか。議論しなさい。 
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Further Reading 

 On the Ontological Foundation of CUD II: Distinguishability as the Origin of 

Existence 

 Cosmological Update Dynamics v3.3 

 Structural Time Hypothesis（Draft） 

 

Chapter Closing Reflection 

私たちは、時間の中で生きていると思っている。 

しかし、もしかすると逆なのかもしれない。 

Reality が更新され続けるからこそ、 

私たちは時間を経験しているのかもしれない。 

区別が生まれ、 

構造が蓄積され、 

世界が更新される。 

その順序こそが、 

私たちが「時間」と呼んでいるものの正体なのかもしれない。 

 

 

第 8 章：識別条件と ψ-network 

―存在はどのように輪郭を持つのか？― 

Learning Objectives 

本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 

• u = logA の意味を理解できる。 

• 構造地形としての u の考え方を説明できる。 

• φ（phi）の役割を理解できる。 

• φ_c（phi_c）が「崩壊の閾値」ではなく、「識別条件」であることを説明できる。 

• χ＝φ/φ_c が識別可能度として解釈できることを理解できる。 

• ψ-network と存在の輪郭形成の関係を説明できる。 

 

8.1 存在は孤立しているのか 

私たちは普段、「存在」を独立した実体として捉えがちである。 

机は机。 

猫は猫。 

私は私。 

それぞれが、それ自体として存在しているように感じられる。 
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しかし、本当にそうだろうか。 

例えば、「猫」という存在も、 

飼い主との関係。 

部屋の家具との位置関係。 

日々の習慣。 

記憶。 

身体の状態。 

言葉による認識。 

そうした無数の関係性の中で、「猫」として識別されている。 

つまり、 

存在とは、孤立した点ではなく、関係の中で輪郭を持つものなのかもしれない。 

 

8.2 構造地形 u 

第 7 章では、 

区別の蓄積を 

A（Accumulation） 

として導入した。 

しかし、 

蓄積量 A だけでは、 

Reality の構造を十分に表現することはできない。 

同じ蓄積量であっても、 

均一に分布している場合と、 

局所的に集中している場合では、 

全く異なる構造になるからである。 

そこで Onversology では、 

u = log A 

を導入する。 

u は単なる数値ではない。 

Reality の蓄積がどのような分布を持っているかを表す構造地形である。 

平坦な地形もあれば、 

急峻な地形もある。 

谷もあれば、 

峰もある。 

Onversology では、 

Reality の構造を理解するために、 

まずこの u の地形を見る。 
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後に登場する構造勾配や識別条件も、 

この u から導かれることになる。 

 

8.3 φ ― 構造の緊張 

u によって構造地形が形成されると、 

場所によって勾配や不均一性が生まれる。 

Onversology では、 

その構造的な緊張や不安定性を 

φ（phi） 

によって表現する。 

φ は、 

u の勾配や曲率を反映する量であり、 

Reality の輪郭がどの程度際立っているかを示す。 

平坦な地形では、 

区別は曖昧である。 

一方で、 

急峻な地形では、 

区別は明確になる。 

つまり、 

φ とは、 

存在がどれほど「存在らしく」なっているかを表す構造的緊張なのである。 

 

8.4 φ_c ― 存在の識別条件 

これまで φ_c は、 

「位相ジャンプの閾値」 

あるいは、 

「崩壊の境界」 

として解釈されることがあった。 

しかし、Onversology では、 

その意味をより一般的に捉える。 

φ_c とは、 

存在が存在として識別可能になる条件 

である。 

言い換えれば、 

構造が他の構造との差異を持ち、 

「これ」として輪郭を持つための最小条件である。 
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存在は、 

φ_c を超えることで突然出現するのではない。 

むしろ、 

φ_c によって、 

その存在が他と区別可能になるのである。 

 

8.5 χ ― 識別可能度 

Onversology では、 

χ（chi）を、 

χ = φ / φ_c 

として定義する。 

χ は、 

Distinguishability Index 

すなわち、 

識別可能度 

を表す量である。 

ここでいう識別可能度とは、 

ある構造がどれだけ明瞭な輪郭を持ち、 

他の構造から「それ自身」として区別可能であるかを示す指標である。 

χ が小さいとき、 

存在の輪郭は曖昧である。 

χ が大きいとき、 

存在の輪郭は明瞭になる。 

つまり χ とは、 

単なる数学的な比率ではなく、 

存在がどれだけ「それ自身」として現れているかを表す構造的指標なのである。 

そして Reality Selection においても、 

この識別可能度は重要な役割を果たすことになる。 

 

 

8.6 ψ-network ― 関係としての存在 

存在の輪郭が形成されると、 

識別可能になった構造同士は、 

互いに接続し始める。 

第 5 章で述べたように、 

Onverse は存在の集合ではなく接続構造である。 
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Onversology では、 

この接続構造の総体を 

ψ-network 

と呼ぶ。 

ψ-network とは、 

存在を取り巻く関係のネットワークである。 

それは単なる物理的な接続ではない。 

情報的関係。 

履歴的関係。 

認識的関係。 

環境との相互作用。 

あらゆる接続を含む。 

私たちは、 

ψ-network の外側に立つ観測者ではない。 

私たち自身もまた、 

ψ-network の一部として Reality を生きている。 

存在とは、 

孤立した点ではなく、 

関係の中に形成された結び目なのである。 

ただし、ここで注意しておきたいことがある。 

ψ-network は、 

Reality の存在論的な根源そのものではない。 

Onversology において、 

より基礎にあるのは、 

区別の蓄積 A と、 

そこから形成される構造地形 u である。 

ψ-network は、 

この構造地形 u の上に現れる、 

局所的に安定した接続構造として理解される。 

つまり、 

ψ が Reality の最初の単位なのではない。 

ρ が A として蓄積され、 

u という構造地形が生まれ、 

その上で識別可能な結び目や接続が形成される。 

その接続構造を、 

私たちは ψ-network と呼ぶのである。 
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Key Concepts 

• A（Accumulation） 

• u（Structural Landscape） 

• φ（Structural Tension） 

• φ_c（Identification Condition） 

• χ（Distinguishability Index） 

• ψ-network 

• Reality 

 

Chapter Summary 

• A は区別の蓄積量を表す。 

• u = logA は Reality の構造地形を表す。 

• φ は構造地形の緊張や不均一性を反映する。 

• φ_c は存在が識別可能になる条件である。 

• χ＝φ/φ_c は識別可能度を表す。 

• ψ-network は存在を構成する接続構造の総体である。 

• 存在は孤立した実体ではなく、関係の中で輪郭を持つ。 

 

Exercises 

Knowledge Check 

8-1. u = logA は何を表しているか説明しなさい。 

8-2. φ_c を識別条件として説明しなさい。 

Thinking Exercise 

8-3. 「存在は関係の中で輪郭を持つ」という考えについて、身近な例を用いて考察しなさ

い。 

Discussion Exercise 

8-4. χ が大きい存在と小さい存在では、どのような違いがあるだろうか。議論しなさい。 

 

Further Reading 

• Cosmological Update Dynamics v3.3 

• Cosmological Update Dynamics v4.2 

• Onversology v2（Draft） 
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Chapter Closing Reflection 

私たちは、自分自身を独立した存在だと思っている。 

しかし、もしかすると、 

私たちの輪郭は、 

世界との無数の接続によって支えられているのかもしれない。 

区別が蓄積され、 

構造地形が形成され、 

輪郭が生まれ、 

関係が結ばれる。 

その結び目として、 

私たちは Reality の中に存在しているのかもしれない。 

 

 

■ 第 II 部：構造と宇宙 

（Structural Cosmogenesis） 

 

第 9 章 構造幾何学 

―“近さ”とは何か？― 

Learning Objectives 

本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 

 構造距離 d_s の基本概念を理解できる。 

 空間距離と構造距離の違いを説明できる。 

 ψ-network における「近さ」の意味を理解できる。 

 Past・Reality・Future を貫く共通幾何の考え方を説明できる。 

 構造距離が後の Reality Selection において果たす役割を理解できる。 

 

9.1 「近い」とは何だろうか 

私たちは普段、 

距離といえば空間的な距離を思い浮かべる。 

1 メートル。 

10 キロメートル。 

地球と月の距離。 

しかし、日常を振り返ってみると、 

空間的には遠く離れていても、 

強く結びついているものがある。 

逆に、 
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隣にいても、 

まったく理解し合えないこともある。 

つまり、 

「近さ」とは、必ずしも空間距離だけでは決まらない。 

のである。 

 

9.2 ψ-network における距離 

第 8 章では、 

A から構造地形 u が形成されることを学んだ。 

構造地形が存在するならば、 

次に問うべきは、 

その中で「近さ」はどのように定義されるのかである。 

また、第 8 章では、 

存在が関係のネットワークとして構成される 

ψ-network 

についても学んだ。 

もし存在が関係によって結ばれているのなら、 

重要なのは単なる空間的な距離ではなく、 

構造的にどれだけ近いかである。 

Onversology では、 

この構造的な近さを、 

構造距離（Structural Distance） 

として捉える。 

 

 

9.3 d_s ― 構造距離 

Onversology では、 

構造距離を 

d_s 

と表記する。 

CUD v3.3 では、 

構造距離は次のように表される。 

d_s(x_a, x_b) = inf_{γ:a→b} ∫_γ (1 + λ|∇u| + η|∇²u|) ds 

この式は、 

d_s が単なる空間距離ではないことを示している。 

d_s は、 
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構造地形 u の勾配や曲率を含む、 

「構造地形上の最小コスト距離」 

である。 

構造が類似している場合、 

d_s は小さくなる。 

構造が大きく異なる場合、 

d_s は大きくなる。 

たとえ物理的に遠く離れていても、 

構造的に近ければ d_s は小さくなりうる。 

逆に、 

物理的に近くても、 

構造的に大きく異なれば d_s は大きくなりうる。 

つまり、 

d_s とは、 

構造的類似性を距離として表現した量なのである。 

 

 

9.4 空間距離と構造距離 

私たちは、 

空間的に近いものほど関係が深いと考えがちである。 

しかし、 

Onversology では、 

空間距離は本質ではない。 

むしろ、 

空間距離は構造距離の一つの有効パラメータ 

として理解される。 

空間距離は、 

構造形成に影響を与える。 

しかし、 

存在同士の関係性そのものを決定するわけではない。 

この意味で、 

Onversology は、 

「どこにあるか」よりも、 

「どのような構造を持つか」 

を重視する。 
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9.5 Past・Reality・Future を貫く幾何 

構造距離の重要な特徴は、 

現在だけでなく、 

過去や未来にも適用できることである。 

過去の自分。 

現在の自分。 

未来の自分。 

それらは時間的には離れている。 

しかし、 

構造的には近い場合もあれば、 

遠い場合もある。 

同様に、 

Reality と Future の関係も、 

構造距離として表現することができる。 

つまり、 

d_s は Past・Reality・Future を貫く共通幾何なのである。 

そして、 

この構造距離は、後にコヒーレンス C = exp(-d_s / ℓα) や Reality Selection の式へ接続さ

れ、重要な役割を果たす。 

なぜなら、 

選択されやすい未来は、 

単に確率が高い未来ではなく、 

現在の構造とどれだけ接続しやすいかにも依存するからである。 

 

 

Key Concepts 

 d_s（構造距離） 

 Structural Distance 

 ψ-network 

 空間距離 

 構造類似性 

 Past・Reality・Future 

 

Chapter Summary 

 「近さ」は空間距離だけでは決まらない。 

 ψ-network では構造的な近さが重要となる。 
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 d_s は構造距離を表す。 

 空間距離は構造距離の一つの有効パラメータである。 

 d_s は Past・Reality・Future を貫く共通幾何として機能する。 

 構造距離は Reality Selection の基盤となる。 

 

Exercises 

Knowledge Check 

9-1. d_s とは何を表す概念か説明しなさい。 

9-2. 空間距離と構造距離の違いを説明しなさい。 

Thinking Exercise 

9-3. あなたの過去の自分と現在の自分の構造距離は近いだろうか。遠いだろうか。理由と

ともに考察しなさい。 

Discussion Exercise 

9-4. 「空間的に遠くても構造的に近い存在」の例について議論しなさい。 

 

Further Reading 

 Cosmological Update Dynamics v3.2 

 Cosmological Update Dynamics v3.3 

 Onversology v2（Draft） 

 

Chapter Closing Reflection 

私たちは、距離とは⾧さのことだと思っている。 

しかし、もしかすると本当に重要なのは、 

どれだけ離れているかではなく、 

どれだけ似ているかなのかもしれない。 

過去の自分。 

未来の自分。 

遠く離れた誰か。 

それらは空間や時間を超えて、 

同じ構造の中で結ばれているのかもしれない。 

そして、その「近さ」こそが、 

Reality の行方を決める一つの要因なのかもしれない。 

 

 

第 10 章：量子構造論 

―なぜ世界は波として振る舞うのか？― 
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Learning Objectives 

本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 

 ψ 場の基本概念を理解できる。  

 コヒーレンス（Coherence）の役割を説明できる。  

 ℓα の意味を理解できる。  

 構造距離と量子的振る舞いの関係を説明できる。  

 シュレディンガー方程式近似の位置づけを理解できる。  

 

10.1 粒子なのか、波なのか 

量子力学を学ぶと、 

誰もが最初に不思議に思う。 

電子は粒子なのか。 

それとも波なのか。 

実験によっては粒子のように振る舞い、 

別の実験では波のように振る舞う。 

この奇妙な性質は、 

量子力学誕生以来の大きな謎であり続けている。 

Onversology では、 

この問いを少し違う角度から考える。 

「粒子か波か」ではなく、 

「構造はどのように変化するのか」 

を問うのである。 

 

10.2 ψ 場とは何か 

第 9 章では、 

構造地形上の近さを 

構造距離 d_s 

として捉えた。 

しかし、 

構造は静止しているわけではない。 

Reality は更新され続け、 

ψ-network の接続も変化し続ける。 

Onversology では、 

こうした構造状態の分布を、 

ψ 場（Psi Field） 

として表現する。 



Onversology Project, Link Vision Inc.  2026 

46 

 

ψ 場とは、 

粒子の位置を表すものではない。 

むしろ、 

構造がどのような可能性を持っているかを表す場 

として理解される。 

 

10.3 コヒーレンス 

すべての構造が同じように安定しているわけではない。 

ある構造は維持されやすく、 

ある構造はすぐに崩れてしまう。 

この構造的一貫性を、 

Onversology では 

コヒーレンス（Coherence） 

と呼ぶ。 

CUD v3.3 では、 

コヒーレンス C は次のように表される。 

C = exp(-d_s / ℓα) 

ここで d_s は構造距離であり、 

ℓα は構造相関⾧である。 

この式は、 

構造距離 d_s が小さいほどコヒーレンスは高く、 

d_s が大きいほどコヒーレンスは指数的に減衰することを意味している。 

つまりコヒーレンスは、 

単なる安定性ではなく、 

ψ-network 内部でどれだけ一貫した構造が維持されているかを表している。 

 

 

 

10.4 ℓα ― 構造相関⾧ 

構造は無限の範囲で影響し合うわけではない。 

接続の影響には、 

ある有効範囲が存在する。 

Onversology では、 

この構造的相関範囲を 

ℓα 

と表記する。 
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ℓα が大きい場合、 

離れた構造同士も強く関連する。 

ℓα が小さい場合、 

影響は局所的になる。 

後の Reality Selection において、 

ℓα は重要な役割を果たす。 

 

10.5 シュレディンガー方程式への接続 

CUD v3.2 では、 

量子的状態を、 

ψ-network 内の構造経路として捉える考え方が導入された。 

その一つの表現として、 

ψ_i = A · exp(-d_{s,i} / 2ℓα) · exp(iS_i) 

のような形式を考えることができる。 

ここで、 

d_{s,i} は構造距離、 

ℓα は構造相関⾧、 

S_i は経路 i に沿って蓄積された構造的位相を表す。 

この式は、 

粒子の位置を直接表すものではない。 

むしろ、 

ψ-network 上で、 

ある構造経路がどの程度維持されやすいか、 

またどのような位相を持つかを表す構造的な波動関数表示である。 

CUD v3.3 では、 

この背後にある連続構造場として 

u = logA 

が導入され、 

そこから構造距離 d_s とコヒーレンス C が定式化された。 

つまり、 

v3.2 の ψ-network 的表現と、 

v3.3 の構造地形 u は、 

互いに切り離されたものではない。 

連続的な構造地形 u から、 

局所的に安定した構造状態 ψ_i が生まれ、 

それらの接続として ψ-network が形成されるのである。 
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この枠組みから見ると、 

シュレディンガー方程式は、 

Reality の最深部にある唯一の法則というよりも、 

構造ダイナミクスが特定条件下で示す有効近似として理解できる可能性がある。 

重要なのは、 

Onversology が 

「量子力学は間違っている」 

と主張するのではないことである。 

むしろ、 

量子力学は否定されるのではなく、 

より広い構造論の中に位置づけられる。 

私たちが粒子や波として観測している現象も、 

より根底では、 

ψ-network 上の構造経路と、 

構造地形 u の更新として記述できるのかもしれない。 

 

 

Key Concepts 

 ψ 場（Psi Field）  

 ψ-network  

 Coherence  

 ℓα  

 Structural Dynamics  

 Schrödinger Approximation  

 

Chapter Summary 

 Onversology は粒子か波かではなく、構造変化に注目する。  

 ψ 場は構造可能性の分布を表す。  

 コヒーレンスは構造的一貫性を表す。  

 ℓα は構造相関⾧を表す。  

 シュレディンガー方程式は構造更新ダイナミクスの有効近似として理解できる可能

性がある。  

 量子現象は構造ダイナミクスの現れとして再解釈できる。  

 

Exercises 

Knowledge Check 
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10-1. ψ 場とは何か説明しなさい。 

10-2. コヒーレンスとは何を表すか説明しなさい。 

Thinking Exercise 

10-3. 「粒子か波か」ではなく「構造はどのように変化するのか」という問いの違いについ

て考察しなさい。 

Discussion Exercise 

10-4. 量子力学を構造論的に再解釈することの利点と課題について議論しなさい。 

 

Further Reading 

 Cosmological Update Dynamics v3.2  

 Cosmological Update Dynamics v3.3  

 A Structural Network Framework for Quantum States and Observation  

 

Chapter Closing Reflection 

量子力学は、世界が奇妙であることを教えてくれた。 

しかし、もしかすると奇妙なのは世界ではなく、 

私たちの見方なのかもしれない。 

粒子と波の間で揺れているように見える現象も、 

より深い構造の変化として見たとき、 

まったく違う姿を見せるのかもしれない。 

そしてその構造は、 

今この瞬間も静かに更新され続けているのかもしれない。 

 

 

第 11 章：重力と構造勾配 

―なぜ構造は引き寄せ合うのか？― 

Learning Objectives 

本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 

 Reality 履歴構造場 u の意味を理解できる。  

 構造勾配 ∇u の役割を説明できる。  

 Onversology における重力の位置づけを理解できる。  

 時空と構造場の関係を考察できる。  

 ブラックホールを構造集中の極限として理解できる。  

 

11.1 なぜ物は落ちるのか 

私たちは日常生活の中で、 
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重力を当たり前のものとして経験している。 

物を落とせば地面へ向かう。 

惑星は恒星の周囲を回り続ける。 

銀河は巨大な構造を形成する。 

しかし、 

なぜ構造は集まるのだろうか。 

という問いに対しては、 

物理学は様々な説明を与えてきた。 

ニュートン力学では重力は引力である。 

一般相対性理論では重力は時空の曲率である。 

Onversology では、 

さらに別の視点からこの問題を考える。 

 

11.2 Reality 蓄積構造場 u 

Reality は単なる物体の集まりではない。 

第 7 章で学んだ A（蓄積量）、 

第 8 章で学んだ構造地形 u、 

第 9 章で学んだ構造距離 d_s。 

それらを統合的に捉える視点として、 

Onversology では 

Reality 蓄積構造場 u 

を考える。 

CUD v3.3 では、 

u は次のように表される。 

u(x) = log A(x) 

ここで A(x)は、 

ある位置における区別の蓄積量を表す。 

したがって u は、 

Reality がどのように蓄積され、 

どのような構造地形を形成しているかを表す場である。 

言い換えれば、 

u とは Reality の地形なのである。 

 

 

11.3 ∇u ― 構造勾配 

地形において重要なのは、 
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高さそのものだけではない。 

傾きである。 

同様に、 

Reality 蓄積構造場において重要なのは、 

u そのものだけではなく、 

どの方向にどれだけ変化しているか 

である。 

Onversology では、 

この変化を 

∇u（構造勾配） 

によって表現する。 

勾配が小さい領域では、 

Reality は比較的均質である。 

勾配が大きい領域では、 

構造の集中や不均一性が現れる。 

CUD v3.3 では、 

この構造の不安定性を表す量として、 

φ = 1/2 |∇u|² + α/2 (∇²u)² 

が導入される。 

この式は、 

構造の歪みが単なる傾きだけでなく、 

曲率、つまり構造がどれだけ集中しているかにも依存することを示している。 

したがって、 

∇u は重力的効果を考える入口であり、 

φ はその構造的緊張をより広く表す量なのである。 

 

 

11.4 重力の構造論的解釈 

Onversology では、 

重力を最初から独立した基本力として扱うのではなく、 

構造勾配の有効記述として理解する。 

Reality 蓄積構造場 u において、 

大きな構造勾配が存在する場所では、 

構造はその方向へ偏りやすくなる。 

私たちはその偏りを、 

「引力」や「重力場」として観測しているのかもしれない。 
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この意味で、 

重力的現象は、 

Reality 蓄積構造場の幾何学的性質が、 

物理現象として現れたものとして解釈できる可能性がある。 

 

 

11.5 ブラックホールと極限構造 

構造勾配が極限まで大きくなった場合、 

何が起こるだろうか。 

Onversology では、 

ブラックホールを 

極限的な構造集中領域 

として捉える。 

そこでは、 

Reality 履歴構造場の勾配や曲率が極めて大きくなり、 

構造の自由度は大きく制限される。 

この意味でブラックホールは、 

単なる天体ではなく、 

Reality の蓄積が極限的に集中した状態 

として理解することもできる。 

 

11.6 構造勾配と観測 

もし重力が構造勾配によって記述されるのであれば、 

重力場の存在は、 

Reality 内部の構造経路にも影響を与える可能性がある。 

この問題は、 

後に扱う 

構造時間と観測時間 

の議論へとつながる。 

ここでは、 

重力は構造勾配として理解できる可能性がある 

という点のみを確認しておこう。 

 

Key Concepts 

 u（Reality 蓄積構造場）  

 ∇u（構造勾配） 
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 ∇²u（構造曲率） 

  A(x)  

 u(x)=logA(x)  

 φ（Structural Instability） 

 Gravity  

 Structure Gradient  

 Black Hole  

 Reality Geometry  

 

Chapter Summary 

 Onversology では Reality を履歴構造場 u として捉える。  

 ∇u は Reality 履歴構造場の勾配を表す。  

 重力は構造勾配の有効記述として理解できる。  

 構造勾配は Reality 形成に重要な役割を果たす。  

 ブラックホールは極限的な構造集中領域として解釈できる。  

 構造勾配は後の時間論とも関係する可能性がある。 

 φ = 1/2|∇u|² + α/2(∇²u)² は、構造勾配と構造曲率を統合した構造的不安定性を

表す。  

 

Exercises 

Knowledge Check 

11-1. ∇u とは何を表す概念か説明しなさい。 

11-2. Onversology では重力をどのように解釈するか説明しなさい。 

Thinking Exercise 

11-3. 「重力は構造勾配の有効記述である」という考え方について考察しなさい。 

Discussion Exercise 

11-4. ブラックホールを「極限的な構造集中領域」と考えることの意味について議論しなさ

い。 

 

Further Reading 

 Cosmological Update Dynamics v2  

 Cosmological Update Dynamics v3.3  

 A Probability Field Framework for Structural Evolution of the Universe  

 

Chapter Closing Reflection 

私たちは、重力によって引き寄せられていると思っている。 
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しかし、もしかすると、 

引き寄せられているのではなく、 

Reality の地形に沿って動いているだけなのかもしれない。 

山から谷へ水が流れるように、 

構造もまた、 

その履歴が生み出した地形に従っているのかもしれない。 

そして重力とは、 

私たちがその地形に与えた名前なのかもしれない。 

 

 

第 12 章：宇宙生成と更新 

―なぜ宇宙は更新され続けるのか？― 

Learning Objectives 

本章を読み終えると、読者は以下を説明できる。 

 Γ（Reality Update）の基本概念を理解できる。  

 なぜ Reality が更新され続けるのかを考察できる。  

 元界常時緊張状態仮説の概要を理解できる。  

 「なぜいつも今なのか？」という問いの意味を説明できる。  

 Reality 生成と構造時間 τ の関係を理解できる。  

 

12.1 宇宙は完成しているのか 

私たちはしばしば、 

宇宙を完成したものとして考える。 

星があり、 

銀河があり、 

法則があり、 

その中で出来事が起きる。 

しかし、 

Onversology では少し異なる見方をする。 

宇宙は完成された存在ではなく、 

更新され続ける存在なのではないか。 

という視点である。 

Reality は固定された舞台ではない。 

Reality そのものが生成され続けている。 

 

12.2 Γ ― Reality Update 
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Onversology では、 

Reality の更新傾向を 

Γ（Gamma） 

によって表現する。 

Γ は、 

単なる時間変化ではない。 

それは、 

Reality そのものがどれだけ構造的に更新へ近づいているかを表す指標である。 

第 8 章で見たように、 

構造の臨界接近度は 

χ = φ / φ_c 

として表される。 

CUD v3.3 では、 

この比率を粗視化した量として、 

Γ ∼ ⟨φ / φ_c⟩ 

が導入される。 

つまり Γ は、 

局所的な構造緊張が、 

Reality 全体としてどの程度更新可能な状態に近づいているかを表す。 

区別が生成され、 

構造が形成され、 

構造的緊張が高まり、 

Reality は次の更新へ向かう。 

その全体的な更新傾向が、 

Γ として表現されるのである。 

 

 

12.3 なぜ更新は止まらないのか 

ここで自然な疑問が生まれる。 

もし Reality が更新されるのなら、 

いつか更新が終わることはないのだろうか。 

Onversology では、 

現時点でその答えを持っているわけではない。 

しかし一つの可能性として、 

Reality は本質的に更新を続ける構造を持っているのではないか、 

という考え方がある。 
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もし更新が完全に停止すれば、 

つまり Γ が完全にゼロに近づくなら、 

Reality は新たな更新可能性をほとんど持たない状態に近づく。 

逆に Γ が高まるとき、 

Reality は新たな構造更新へ近づいていると解釈できる。 

 

12.4 元界常時緊張状態仮説 

この考え方を表現するために、 

Onversology では 

元界常時緊張状態仮説 

（Permanent Ontological Tension Hypothesis） 

を考える。 

この仮説では、 

Reality は常に更新可能性を保持している。 

完全な静止状態ではなく、 

常に次の Reality 生成へ向かう潜在的緊張を持つ。 

それは力学的な緊張ではない。 

存在論的な緊張である。 

つまり、 

Reality は常に「次の Reality になろうとしている」。 

のである。 

 

12.5 なぜいつも今なのか 

私たちは、 

常に「今」を経験している。 

昨日を直接経験することはできない。 

明日を直接経験することもできない。 

経験できるのは、 

常に現在だけである。 

なぜだろうか。 

Onversology では、 

この問いに対し、 

現在とは Reality 更新の最前線である 

という考え方を提示する。 

構造時間 τ は、 

Reality の更新順序を表す。 
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そして、 

私たちの経験は常に、 

その更新の最前線に位置している。 

だからこそ、 

私たちは常に「今」を経験する。 

のかもしれない。 

 

12.6 宇宙は生成され続ける 

Reality は完成品ではない。 

それは生成の途中にある。 

区別は生まれ続ける。 

構造は形成され続ける。 

Reality は更新され続ける。 

そして、 

私たちはその生成過程の内部に存在している。 

この意味で、 

宇宙とは、 

**完成されたものではなく、 

常に生成され続けるプロセスそのもの** 

なのかもしれない。 

 

Key Concepts 

 Γ（Reality Update） 

 χ = φ / φ_c 

 Γ ∼ ⟨φ / φ_c⟩ 

 Structural Criticality  

 Reality Generation  

 Structural Time（τ）  

 Present  

 Permanent Ontological Tension Hypothesis  

 Reality Update 

 

Chapter Summary 

 Γ は Reality 更新を表す。  

 Γ は局所的な χ = φ / φ_c を粗視化した、Reality 全体の更新傾向として理解でき

る。 
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 Reality は固定された存在ではなく更新され続ける。  

 元界常時緊張状態仮説は Reality が常に更新可能性を持つと考える。  

 現在とは Reality 更新の最前線である。  

 構造時間 τ は Reality 更新順序を表す。  

 宇宙は生成し続けるプロセスとして理解できる。  

 

Exercises 

Knowledge Check 

12-1. Γ とは何を表す概念か説明しなさい。 

12-2. 元界常時緊張状態仮説とは何か説明しなさい。 

Thinking Exercise 

12-3. 「宇宙は完成された存在ではなく生成過程である」という考えについて考察しなさい。 

Discussion Exercise 

12-4. なぜ私たちは常に「今」を経験するのだろうか。議論しなさい。 

 

Further Reading 

 Cosmological Update Dynamics v3.3  

 Onversology v2（Draft）  

 Structural Time Hypothesis（Draft）  

 

Chapter Closing Reflection 

私たちは、世界を完成したものとして見ているのかもしれない。 

しかし、もしかすると世界は、 

完成したものではなく、 

今この瞬間も生成され続けているのかもしれない。 

区別が生まれ、 

構造が形成され、 

Reality が更新される。 

そして私たちは、 

その更新の最前線を「今」と呼んでいるのかもしれない。 

 

 

 

 

 

 


